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イ ネ縞 葉枯 病 抵抗 性 品種 とヒ メ トビウ ン カの保 毒 虫率

高 橋 修 ・松 井 武 彦

(茨城県農業試験場)

茨城 県西 部 で は,1977年 の ヒメ トビウ ンカの 多発生

以来,保 毒 虫率 が20%台 の高率 とな り,発 病 程度 も高

い状態 が続 い てい る。 この対策 と して今 後抵 抗性 品種

の普及 が見 込 まれ る｡こ れ に伴 って罹病 性 品種 の発病

の変化 が考 え られ る。 これ を保 毒 虫率 の変動 の面 か ら

と らえ るため,経 卵伝 染率,吸 汁獲 得率 の解 明 を試 み

ようと した｡

試 験 方 法

1)野 外 の保 毒虫率 の 変動

結城 市 の現地 圃場 に おけ る ヒメ トビウ ンカ保毒 虫率

を1982年 及 び'83年 の6月 か ら10月 の 間,各 世代 ごと

に ラテ ックス凝 集反応 を用 いて検定 した。 品種 は コ シ

ヒカ リ,青 い空,供 試 個体 数 は100～200頭｡

2)イ ネの生 育段 階 と発病及 び保 毒 虫率

農試 場 内 におい て,1982年5月11日,6月3日,6

月22日 と植 付 時期 を異 に した イネ(日 本 晴)に,7月

20日 に保毒 虫率60%の ヒメ トビウ ンカを網砕 を用 いて

各10頭 放飼 した。

また,同 様 に植付 時期 を1983年5月11日,6月21日,

接種 月 日を6月10日,7月12日,20日 と し,保 毒 虫率

25%又 は20%の ヒメ トビ ウン カを各10頭 ない し25頭 放

飼 し,収 穫 時 の発病茎 率 と保毒 虫率 を調 査 した｡

3)抵 抗 性品 種 の発病 と保毒 虫率

む さ しこが ね,星 の光,青 い空 の3品 種 と,罹 病性

の 日本 晴 を6月21日 に定植 し,7月20日,保 毒 虫率

20%の ヒメ トビウ ンカを15頭 及 び25頭 放 飼 し,出 穂後

の8月24日 に発病 茎率 を,11月28日 に保 毒 虫率 を調査

した。

4)ヒ メ トビウ ンカの 経卵伝 染率 と媒 介 力の系 統差

結 城市 の現地 圃場 か ら採取 した ヒメ トビ ウンカ を雌

雄1組 と して イ ネ幼苗 で飼育 し,イ ネに発病 させ た組

の次 世代幼 虫 の保毒 虫率 を ラテ ック ス凝 集反 応 で検定

した。 そ して,こ の うち5組 の系統 を1本 植 の4葉 期

の 日本晴,む さ しこがね,星 の光,青 い空 の4品 種 に

接種 し,発 病茎 率 を調査 した。

結果及び考察

現地圃場におけるヒメトビウンカの保毒虫率は,圃

場間の移動によると思われる数字の振幅がみられた｡

保毒虫率は罹病性品種に比べ,抵 抗性品種の青い空で

概ね低い傾向であった(第1表,第2表)。

第1表　 現地試験圃場 における保毒虫率の変動(1982年)

第2表　 現地 試験 圃場 における保毒虫率の変動(1983年)

生 育 ステ-ジ を異 に した イネ に保 毒虫 を接種 し,発

病茎率 と保 毒 虫率 の変化 を みた(第3表)。 その結果,

従来 の知見 と同 じくイネの生育 ス テー ジが若 いほ ど発

病茎率 が高 くな った。

抵抗 性 品種 に対 す る保 毒虫 の接種 試験 の結果 で は発

病 は認 め られ なか った(第4表)。

なお,第3表 にみ られ る ように,発 病茎 率 が低 いに

もかかわ らず,保 毒 虫率 が高 く維 持 され てい る区が み

られた｡こ れ は放飼 した ヒメ トビウ ンカの経卵伝 染率

が高 か った ため と考 え られ る。ま た発病茎 率 が高 くと
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第3表　 イネの生育段階と発病及び保毒虫率

第4表　 抵抗性品種の発病 と保 毒虫率

第5表　 系統別経卵伝 染率

第6表　 ヒメ トビウ ンカの抵抗性 品種幼苗期

に対す る媒介 力の系統差

(発病茎率%)

も,保 毒 虫率 が低 下 して いて,吸 汁獲 得 が十分 に行 わ

れ なか った と考 え られ る区 もあっ た。そ こで,雌 雄1

組 ずつの飼 育 に よって生物検 定 が(+)及 び(±)と

な った株 の雌 につ いて,次 世代幼 虫 の保毒 虫率 を経卵

伝染 率 とみ な して検定 した と ころ,(±)の 凝集 反応

を含 めて経 卵伝 染 率 は約60～100%の 巾が認 め られ た

(第5表)。 経卵 伝染率 は従 来90～98%と され て いる。

試験 方法 は異 なるが,今 回の結果 で は平均81.1%と か

な り低 い数 字 とな った。

更 に,こ の う ちの5組 の系統 を,4品 種 に接種 した

ところ,供 試 した系統 に よ って発 病 に差 が認 め られ た

(第6表)。 す な わ ち,第5表 の経 卵 伝染 率 で(+)

率 の低 い系統(No.20,No.48)が 抵抗性 品種 に も発病

させ た。 また逆 に(+)率 の 高 い グ ルー プ に属 す る

No.27,No.31で は抵抗 性品種 に発 病 させ る ことが でき

ず,罹 病性 品種 で も発 病 が不 安定 で あ った｡

ヒ メ トビウン カの系統 に よって経卵 伝染 率及 び ウイ

ル ス媒介能 力 に差 が あ るこ とが推 察 され,こ のた め,

小規模 の枠試 験 で は放 飼系統 の差 に よって結果 が大 き

く異 な る可能性 が ある。 しか し系統 差が あ って も,地

域 レベ ルで の平均 的 な経卵 伝染 率,吸 汁獲 得率 を知 る

ことが で きれ ば,抵 抗 性品 種 に よる保毒 虫率減 少 のモ

デル を考 え てい く上 で支障 はない と思 われ る。


